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このサイズ領域を研究対象

ナノサイズ化

新しいナノ材料を合成・分析する

分子髪の毛 ナノ材料

0.1 nm1 nm10 nm100 nm1 µm10 µm0.1 mm

細胞

研究ターゲット
例えば，分子やバルク材料に
ない新しい光機能を示す！

原子

半導体

研究アプローチ

W. Russ Algar, Kimihiro Susumu, Anal. Chem. 2011, 83, 8826–8837.

合成したナノ材料を電子顕微鏡で観察！
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単一分子レベルで

単一分子・単一ナノ結晶レベルでの発光挙動を調べ，ナノ材料の本質を追求！

量子ドット：様々な色を発する

50 nm 50 nm

増尾研では，
無機物，有機物，有機無機ハイブリッド等，様々なナノ材料を対象

＠増尾研の測定室

原子間力顕微鏡
+ 

蛍光顕微鏡

(1) 単一レベルで発光挙動を追跡

(2) ナノ構造と発光挙動を同時に測定 (3) 異種物質間の距離を制御

発光像高さ像

→ サイズと発光挙動の相関解明

量子ドット

量子ドット

→ 発光体と金属の相互作用を解明

→ 発光挙動 （時間変化，耐久性，スペクトル変化等） を解明

金属

発光ON

発光OFF

1000

800

600

400

200

0

発
光
強
度

750700650600550500450
波長 (nm)


